
 あなたが大切にされる佐久市を 

三石さとし 佐久市入澤在住。1986 年(昭

61)3 月 2 日生。岩村田高校 電子機械科、

長野県立工科短期大学校 制御技術科を卒

業。佐久市内の製造業に約９年勤務後、日

本共産党長野県委員会 青年学生担当とし

て勤務。現在、佐久市議会議員(1 期)。 

 2020 年に結婚、昨年死産を経験し、1 月

に新たな命が誕生予定（12月31日現在）。 

 佐久市入澤消防団団員 趣味:映画、アニ

メ観賞、卓球、熱気球 
  

あなたの声が政治を動かす力です。 

ご意見ご要望をお寄せ下さい。 

電話：090-4463-4380 

メール：32143104saku@gmail.com 

 

 

三石さとし お約束  
●若者・子育て世代応援の佐久市をめざして 

・学校給食費の無償化、父母負担の軽減と就学援助制度の充実 
・障がい児教育の充実、障がい者の福祉医療費の窓口無料化 

・学校教職員の増員、少人数学級の早期実現 

・市独自の給付制奨学金拡充、児童館・学童保育への支援強化 
  

●全ての方が安心して暮らせる佐久市をめざして 
・国保税と介護保険料の引き下げ、医療介護者の待遇改善 

・通院・買い物の交通手段の一層の改善 

・ジェンダー平等をはじめ、性別や障がいに関係なく、全ての方が尊重される施

策の充実 
  

●地域経済の振興と安心・安全のまちづくりをめざして 
・医療、福祉、保育支援の抜本的充実 

・ブラック企業を許さず、労働者の雇用と権利をまもる 

・多面的機能をもった農業を支援し、地産地消の促進 

・災害復旧と防災・減災の対策強化、再生可能エネルギーの健全な普及 

・米軍機の佐久地域上空での低空飛行訓練の中止 

・憲法 9 条を守り、原発ゼロ、核兵器禁止条約の批准 

総選挙で自民・公明の過半数割れが実現 
佐久市からも新しい政治プロセスすすめる声を 
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 自民一強の政治に代わり、国民が求めていた新しい政治

プロセス（過程）が始まりました。 

 小中学校の給食費無償化、選択的夫婦別姓など国民世論

と運動で市民要求実現のチャンスが生まれています。被団協

のみなさんのノーベル平和賞受賞もあり、非核平和への運

動も広がっています。 

 日本共産党は、市政・国政共に、市民のみなさんと力をあ

わせてがんばります。 

日本共産党を伸ばしてください 

佐久市民報 新春号外 日本共産党佐久市委員会 電話 62-7314 ＦＡＸ63-1033 ●日本共産党の見解をお知らせします。 
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市民に身近な市議会へ   
ユーチューブ配信を提案 

スマホでも本会議を視聴しや 

すいように、ＹｏｕＴｕｂｅ配信を 

提案。 

２３年１２月議会より視聴で 

きるようになりました。 
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能登支援で支援物資を届ける

（24 年 11 月） 

鼻面稲荷前で能登支援募金を訴え

る（24 年 2 月） 

19 年台風災害で支援活動 
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デマンドワゴンの自宅前対

応が実現しました。同時に、

「乗降口が高くて転んでしま

った」という声を取り上げ

て、乗降ステップの追加設置

もできました。 

流産・死産ケアを提案 
市でリーフレットを作成し支援

へ 
自らの経験をもとに、

「産後ケアに市の支援

を」と提案。市ホームペ

ージを改善し、リーフを

作成して徹底することに

なりました。 
作成された市の「支援

リーフ」 

学校給食費の無償化に全力 
市民団体と署名活動へ 

全国知事会も国に求めている給食費無償

化。佐久地域では佐久市、小諸市の２市を残

すだけに。無償化は予算の１％でできます。 

 この間、引き下げた国保税(世帯平均 4,900

円減)のさらなる引き下げ 

と共に求めていきます。 

学校給食費無償化を求めて 

署名運動へ参加（24年11月） 
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（上の写真は２４年１２月本会議で一般質問に立つ） 


